
学校番号 119 

令和３年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「新編 数学Ａ」 （数研出版） 

副教材等 Study-up ノート数学Ａ（数研出版）、ネオパル数学ＡNEW（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返ってよ

りよい解決を考える」といった一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活動を行い

ます。 

・自分で問題を解く際も上の一連の流れを意識しましょう。わからない問題も解決の方法を構想するこ

とが大事です。またその思考の過程を途中式として表現できるようにしましょう。答えあわせまで必

ず行い、自分がどこでつまずいたのかを把握してください。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率，整数の性質または図形の性質についての基礎的な知識や技能を習得します。また、

事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。さらに、それらを活

用する態度を身に付けることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b: 数学的な見方や考え方 c: 数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率，整数

の性質または図形の

性質の考え方に関心

をもつとともに、数学

のよさを認識し、それ

らを事象の考察に活

用しようとする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・

発展的に考えたりする

ことなどを通して、場

合の数と確率，整数の

性質または図形の性質

における数学的な見方

を身に着けている。 

場合の数と確率，整

数の性質または図形

の性質において、事象

を数学的に表現・処理

する仕方や推論の方

法などの技能を身に

付けている。 

場合の数と確率，整

数の性質または図形

の性質における基本

的な概念、原理・法則

などを体系的に理解

し、知識を身に付けて

いる。 

 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

単元テスト 

定期テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

場
合
の
数 

集合と要素  ○  ○ a:順列や組合せの意味を理解

し、公式を導く過程に興味を示

す。 

b:「かつ」「または」など数学

で用いられる論理の言葉が集

合の記号と対応させて考察す

ることができる。順列や組合せ

の総数を表す記号を用いるこ

とのよさを認識できる。 

c:場合の数の求め方に見通し

をもち、場面に応じた式をたて

て計算ができる。 

d:集合の表し方、場合の数、順

列、組合せについての基本的な

概念、法則、定理、用語、記号

などを理解し、基礎的な知識を

身につけている。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 
集合の要素の個数  ○  ○ 

場合の数   ○ ○ 

順列 ○ ○ ○ ○ 

組合せ ○ ○ ○ ○ 

確
率 

事象と確率 ○ ○  ○ a:確率の考え方のよさを認識

して、いろいろな事象の考察に

活用しようとする。また、反復

試行や条件付き確率の考え方

について関心を持つ。 

b:いろいろな場面に応じて、場

合の数や確率の求め方を考え

ることができる。 

c:簡単な事象の確率、反復試

行、条件付き確率の計算ができ

る。 

d:確率についての概念、定理、

用語、記号などを理解してい

る。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 
確率の基本性質 ○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

２
学
期 

独立な試行とその確率  ○ ○ ○ 

条件つき確率と乗法定理 ○  ○ ○ 

約
数
と
倍
数 

約数と倍数 ○ ○  ○ a:素数や約数と倍数などの性

質について、さらに新しい性質

を調べようとする。 

b:素数や約数についての考え

方や素因数分解を活用して、整

数の性質を考察することがで

きる。 

c:素因数分解を活用して、約数

の個数を求めたり、最大公約数

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 素因数分解  ○ ○ ○ 

最大公約数と最小公倍数   ○ ○ 



整数の割り算と商および余り  ○ ○ ○ や最小公倍数を求めることが

できる。 

d:素数、約数と倍数の意味や余

りによる整数の分類の方法に

ついて理解している。 

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法
と
不
定
方
程
式 

ユークリッドの互除法 ○  ○ ○ a:互助法について、興味関心を

もって教材に接することが出

来る。 

b:互いに素であることを利用

して、不定方程式の整数解を考

察することができる。 

c:互助法を用いて 2 数の最大

公約数、2元 1次方程式の整数

解を求めることができる。 

d:ユークリッドの互助法の原

理や不定方程式や整数解の意

味を理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

不定方程式 ○ ○ ○ ○ 

整
数
の
性
質
の
活
用 

２進法 ○  ○ ○ a:数学的活動を通して、約数と

倍数、ユークリッドの互助法、

2進法、有限小数、循環小数な

どの考え方について関心をも

つ。 

b:除法における余りを考察し

て、循環小数になるか判定す

る。 

c:記号を用いて循環小数を表

すことができる。2進数や 5進

数で整数を表すことができる。 

d:有限小数、無限小数、循環小

数、2 進法、5 進法などの記数

法を理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

循環小数 ○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

三
角
形
の
性
質 

三角形と線分の比 ○ ○ ○  a:三角形の性質についていろ

いろな方法で調べようとする。 

b:角の二等分線と線分の比、五

心、メネラウス、チェバの定理

について、証明を通して考察す

ることができる。 

c:三角形について、線分の比や

長さ、角の大きさを求めること

ができる。 

d:三角形についてのいろいろ

な性質について理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

三角形の重心・内心・外心 ○ ○ ○ ○ 

メネラウスの定理とチェバの定

理 

○ ○ ○ ○ 



３
学
期 

円
の
性
質 

円に内接する四角形 ○ ○ ○ ○ a:円の性質について興味関心

をもち、それらの性質について

調べようとする。 

b:図形の問題に対して、円のさ

まざまな性質を用いて考察す

ることができる。 

c:円についてのさまざまな性

質を用いて、図形の問題を処理

し、解決することができる。 

d:円のもついろいろな性質に

ついて理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 円の接線と弦のつくる角 ○ ○ ○ ○ 

方べきの定理 ○ ○ ○ ○ 

２つの円  ○ ○  

作
図 

作図 ○ ○ ○ ○ a:いろいろな図形の作図方法

について考えようとしたり、証

明しようとする。 

b:それぞれの作図の方法で、目

的の図形がかける理由を考え

ることができる。 

c:作図の問題を、さまざまな平

面図形の性質を用いながら解

決し、それが正しいことを証明

することができる。 

d:作図の定義について理解し

ている。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

空
間
図
形 

空間における直線と平面 ○ ○ ○ ○ a:空間図形について、直線や平

面の位置関係やなす角につい

て、進んで調べようとする。 

b:空間図形の問題や、直線、平

面を決定する条件について考

察することができる。 

c:空間図形の問題を解決する

ことができる。 

d:正多面体の定義や種類、直線

と平面の決定条件や位置関係

について理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

多面体 ○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c: 数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


